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人口と世帯（平成19年2月1日現在）1,76 0世帯（＋3）男2,792 人（＋3）女2,91 7人（?1 ）計5,70 9（＋2）

小学生スキー県予選会
平成5年度全国高等学校スキー大会で先輩達が滑り、難し
いコースでも知られるダイナミックコース。参加児童は天候
の変わるなか、練習の成果を出しきろうと一生懸命でした。

（1／29 スノーパーク尾瀬戸倉）
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１
月
７
日
（
日
）、
第
59
回
片
品

村
成
人
式
が
、
新
成
人
（
該
当
者

89
名
の
う
ち
79
名
が
参
加
）、来
賓
、

家
族
の
方
々
の
出
席
に
よ
り
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
長
式
辞
、

誓
い
の
こ
と
ば
、
来
賓
祝
辞
、
記

念
品
贈
呈
、
答
辞
と
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、

新
成
人
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。誓

い
の
こ
と
ば
で
は
、
男
子
代

表
の
梅
澤
亮
（
り
ょ
う
）
さ
ん
と
、

女
子
代
表
の
鎌
田
か
す
み
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ

「
更
な
る
個
を
磨
き
、
自
身
の
行
動

に
責
任
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
・
・
・
・
近
い
将
来
、

今
回
の
ご
厚
遇
の
お
返
し
が
で
き

る
こ
と
を
切
望
し
、
期
待
と
希
望

を
胸
に
、
歩
ん
で
い
く
決
意
で
あ

り
ま
す
。」

「
こ
の
先
つ
ら
い
事
が
あ
っ
た
時
に

は
、
片
品
村
の
仲
間
達
の
笑
顔
を

思
い
出
し
、
都
会
の
人
ご
み
に
疲

れ
た
時
に
は
、
片
品
の
緑
の
山
々

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
い
つ
も
感

謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
ら
し
く

目
標
を
持
ち
続
け
前
進
し
て
い
く

こ
と
を
申
し
上
げ
、
誓
い
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。」

と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
答
辞
で
は
、
星
野
文
啓

（
ふ
み
の
り
）
さ
ん
が
、
自
分
の
勤

務
す
る
自
衛
隊
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
言
葉
「
挑
戦
、
挑
め
果
敢
に
」

「
献
身
、
尽
く
せ
一
途
に
」「
誠
実
、

貫
け
誠
を
」
を
も
と
に
し
て
、「
こ

れ
か
ら
一
人
一
人
が
自
分
の
力
で

壁
を
乗
り
越
え
、
自
信
を
身
に
付

け
、
そ
れ
が
い
つ
の
日
か
確
信
へ

と
変
わ
る
よ
う
に
錬
磨
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。」

と
述
べ
、
新
成
人
の
堂
々
た
る
態

度
に
、
多
く
の
人
が
感
動
し
ま
し

た
。式

典
終
了
後
は
、
新
成
人
が
中

学
時
代
に
お
世
話
に
な
っ
た
、
三

浦
先
生
、
友
松
先
生
、
青
木
先
生
、

力
丸
先
生
に
祝
福
の
ご
講
演
を
い

た
だ
き
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
新
成
人
代
表
の
実

行
委
員
と
し
て
、
大
竹
貴
宏
（
た

か
ひ
ろ
）
さ
ん
、
戸
丸
美
香
（
み

か
）
さ
ん
、
萩
原
健
二
（
け
ん
じ
）

さ
ん
に
、
11
月
か
ら
準
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
す
ば
ら
し
い
成
人
式
と
な
っ
た

の
も
３
名
を
は
じ
め
関
係
者
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

１
月
６
日
（
土
）、
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
消
防
団
出
初

式
を
挙
行
し
、
千
明
村
長
を
始
め
、

星
野
村
議
会
議
長
、
星
野
県
議
会

議
員
、
高
橋
沼
田
警
察
署
長
、
吉

野
広
域
消
防
長
か
ら
、
日
頃
の
消

防
活
動
に
対
し
労
い
の
お
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

星
野
団
長
は
年
頭
挨
拶
で
、「
長

い
歴
史
の
中
で
築
か
れ
た
伝
統
あ

る
消
防
精
神
を
忘
れ
ず
、
崇
高
な

職
務
と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
今
後

も
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
く
」
と

決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

１
月
７
日
（
日
）、
花
の
駅
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
小
正
月

飾
り
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
笠
原
良
和
さ
ん
（
越
本
）

と
星
野
清
七
さ
ん
（
花
咲
）
に
教

え
て
も
ら
い
、
参
加
者
９
名
は
、

「
昔
ど
こ
の
家
で
も
飾
っ
た
よ
ね
」

と
、
懐
か
し
げ
に
ミ
ズ
ブ
サ
の
枝

を
削
り
ま
し
た
。
削
っ
た
花
と
ま

ゆ
玉
を
ミ
ズ
ブ
サ
の
枝
に
付
け
て
、

喜
ん
で
持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
花
の
駅
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

昔
な
が
ら
の
風
習
を
伝
え
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
花
咲
の
湯
）きれいなお飾りができた

手を添えて指導の笠原辰巳さん

佐藤萬三郎さん

祝
成
人
第
59
回
片
品
村
成
人
式記念撮影のようす

誓いの言葉 男子代表 梅沢亮さん

答辞 新成人代表 星野文啓さん

誓いの言葉 女子代表 鎌田かすみさん

消
防
団
出
初
式
を
挙
行

新
春
書
き
初
め
会

小
正
月
飾
り
講
習
会

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
！

１
月
４
日
（
木
）、
花
の
駅
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
で
恒
例
の
新
春
書
き

初
め
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
新
年
を
迎
え
た
今
の
気
持
ち

を
文
字
に
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

習
字
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
方
も

大
歓
迎
」
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

村
内
外
か
ら
50
名
も
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

講
師
に
、
片
品
村
文
化
協
会
書

道
部
の
桑
原
ゑ
み
こ
さ
ん
幡
谷
、

笠
原
辰
巳
さ
ん
越
本
、
星
野
き

く
さ
ん
須
賀
川
を
迎
え
、
慣
れ

な
い
参
加
者
に
、
お
手
本
や
筆
遣

い
な
ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

皆
さ
ん
、
思
い
思
い
の
文
字
や

墨
絵
を
書
き
上
げ
、
ホ
ー
ル
内
に

展
示
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

１
月
25
日
（
木
）、
前
橋
市
市
民

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成

18
年
度
群
馬
県
統
計
大
会
」
に
お

い
て
、
花
咲
栃
久
保
地
区
の
統
計

調
査
員
佐
藤
萬
三
郎
さ
ん
が
総
務

大
臣
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
47
年
か
ら
統

計
調
査
員
と
し
て
各
種
調
査
に
従

事
さ
れ
、
そ
の
間
、
国
勢
調
査
７

回
、
農
業
セ
ン
サ
ス
他
15
回
と
統

計
調
査
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
後
益
々
の
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。（

む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

図書室カレンダー 3月

読んでみませんか

『レインボーマジック』
シリーズ

赤の妖精ルビー･オレンジの妖精アンバ
ー･みどりの妖精ファーン･黄色の妖精サ
フラン・青の妖精スカイ･あい色の妖精イ
ジー･むらさきの妖精ヘザー　全7巻

デイジー・メドゥズ　著 ＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。

虹の妖精の住むフェアリーランド
は、おそろしいジャック・フロスト
に呪いをかけられて色のない白黒の
世界になってしまいました。フェア
リーランドを色のある平和な世界に
もどすため、ふたりの女の子レイチ
ェルとカースティは、七人の妖精を
探す冒険の旅にでかけます。低学年
から楽しめるシリーズです。
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尾
瀬
高
校
で
は
、
今
年
度
２
回

目
の
「
地
域
探
検
」
を
11
月
30
日

に
行
い
ま
し
た
。
地
域
探
検
は
尾

瀬
高
校
の
１
年
生
が
片
品
村
内
に

出
向
き
地
域
財
産
を
再
発
見
す
る

授
業
で
す
。

今
回
は
、
３
・
４
・
５
・
６
・

７
区
の
５
地
区
が
対
象
で
す
。
地

域
案
内
人
と
し

て
「
ぐ
ん
ま
文

化
観
光
社
・
片

品
」
と
地
元
の

皆
さ
ん
に
協
力

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

生
徒
た
ち
の

感
想
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

花
咲
班

◎
驚
い
た
こ
と

は
地
域
の
和
が

あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
の

い
た
班
に
は
花

咲
に
住
ん
で
い

る
子
が
結
構
い

た
の
で
、
伊
佐

夫
さ
ん
が
そ
の
子

達
の
こ
と
を
呼
び
捨
て
に
し
て
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う

こ
と
は
伊
勢
崎
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
光
景
な
の
で
、
や
は
り
こ

っ
ち
の
地
域
は
暖
か
い
ん
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

◎
私
が
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
は

引
き
墓
と
い
う
墓
で
あ
る
。
普
通

墓
と
言
え
ば
、
骨
壺
が
入
っ
て
い

る
は
ず
だ
が
こ
の
墓
は
骨
壺
が
入

っ
て
い
な
い
の
で
と
て
も
興
味
が

も
っ
た
。

◎
花
咲
に
は
、
た
く
さ
ん
大
木
が

あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
私
は
木
に

ま
つ
わ
る
歴
史
に
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

東
小
川
班

◎
東
小
川
は
自
然
あ
ふ
れ
る
と
こ

ろ
で
、
空
が
と
て
も
広
く
、
清
々

し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

尾
瀬
高
校
の
地
域
探
検

◎
競
馬
の
廃
馬
が
い
る

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
午
年
の
私
は
仲
間

に
会
え
た
気
が
し
ま
し

た
。

越
本
班

◎
越
本
分
校
は
、
私
が

通
っ
た
よ
う
な
学
校
と

は
全
然
違
っ
た
け
ど
、

と
て
も
懐
か
し
い
感
じ

の
す
る
場
所
で
し
た
。

◎
音
晶
寺
の
身
代
わ
り

仏
は
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

◎
て
ん
ぐ
様

か
ら
見
る
尾

瀬
は
き
れ
い

で
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

土
出
班

◎
土
蔵
は
、
昔
穀
物
や

味
噌
を
し
ま
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
土
蔵

は
、
１
０
０
年
以
上
は

建
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
び
っ
く
り
し
た

の
は
、
当
時
は
醤
油
が

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

戸
倉
班

◎
戸
倉
に
は
宗
教
や
、

昔
の
物
の
名
残
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

教
に
関
係
し
た
像
や
お
墓
、
昔
の

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
跡
な
ど
、
昔

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
物
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
に
は
こ
ん
な
も
の
あ
る
の
か

な
？
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
身

近
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
物
が

あ
る
な
ら
ば
、
自
分
た
ち
の
地
域

も
歩
い
て
探
索
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

梅澤照二さんの話しを熱心にメモする生徒たち

歌碑の説明をする案内人の笠原多蔵さん

尾
瀬
の
郷
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

１
月
27
日
（
土
曜
）、
片
品
村
教

育
委
員
会
、
片
品
村
小
中
学
校
校

長
会
等
の
主
催
で
、
学
校
の
管
理

職
の
あ
り
方
を
考
え
る
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
文
化
セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
関
係

者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
等
、
約
70
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
ス
ピ
ー
チ
で
は
須
藤
教
育

長
が
「
校
長
が
変
わ
れ
ば
学
校
が

変
わ
る
」
と
い
う
題
で
管
理
職
自

ら
の
研
鑽
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。続

い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅰ
で
は
、

村
内
５
校
の
管
理
職
が
、
こ
の
１

年
間
「
い
ち
校
長
い
ち
課
題
・
い

ち
教
頭
い
ち
課
題
」
と
し
て
取
り

組
ん
だ
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

発
表
す
る
校
長
先
生
・
教
頭
先
生

の
緊
張
感
が
輝
い
て
い
ま
し

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
で
は
、
校
長

定
年
退
職
後
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
で
学
ん
で
い
る
鈴
木
強
氏

と
須
藤
教
育
長
と
の
対
話
形
式

で
、
発
表
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や

最
近
の
学
校
教
育
や
家
庭
教
育

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方

は
、
校
長
先
生
や
教
頭
先
生
の

発
表
な
ど
を
聞
い
て
、
自
分
の

関
係
す
る
学
校
だ
け
で
な
く
、

村
内
の
学
校
が
、
ま
た
先
生
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
、
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
で
、
小

さ
く
て
も
輝
く
有
意
義
な
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会場のようす

成
果
を
発
表
す
る
中
島
校
長
（
片
中
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ⅱ
の
よ
う
す

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
学
校
で
、
お

い
し
く
楽
し
く
食
事
を
し
、
健
康
な

心
と
体
づ
く
り
に
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
給
食
の
時
間
。
こ
の
学

校
給
食
、
じ
つ
は
、
食
材
費
の
み
を

保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
あ

と　
は　
村　
費　
で　
ま　
か　
な　
っ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

最
近
、
給
食
費
の
未
納
の
こ
と
が

と
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
す
る
給
食
の

運
営
の
た
め
に
、
保
護
者
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
毎
月
21
日
休
日
の
場
合

は
翌
日
が
、
指
定
口
座
か
ら
の
納

入
手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

片
品
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1
５
８
‐
２
５
５
４

給
食
費
に
つ
い
て
の
お
願
い



6

広報かたしなＨ19.2

7

広報かたしなＨ19.2

片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

兼
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

１
月
29
日
（
月
）
に
第
34
回
片
品

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼

第
30
回
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は
水
芭

蕉
コ
ー
ス
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が
ス
ノ

ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸
倉
で
行
わ
れ
、
両

会
場
で
村
内
各
地
よ
り
77
名
の
選
手

が
集
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

☆
大
回
転
男
子

優
　
勝
　
帰
山
駿
斗
（
北
小
）

準
優
勝
　
金
子
友
也
（
片
小
）

第
３
位
　
星
野
尊
斗
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子

優
　
勝
　
横
坂
直
美
（
片
小
）

準
優
勝
　
今
泉
友
里
（
南
小
）

第
３
位
　
戸
丸
有
沙
（
南
小
）

☆
距
離
男
子

優
　
勝
　
芝
崎
博
崇
（
片
小
）

準
優
勝
　
星
野
巨
人
（
片
小
）

第
３
位
　
山
崎
成
浩
（
片
小
）

☆
距
離
女
子

優
　
勝
　
星
野
悠
希
（
片
小
）

準
優
勝
　
入
澤
美
有
（
片
小
）

第
３
位
　
小
須
田
梓
（
片
小
）

☆
距
離
リ
レ
ー
男
子

優
　
勝
　
片
小
ク
ロ
カ
ン
Ａ

準
優
勝
　
片
小
ク
ロ
カ
ン
Ｂ

☆
距
離
女
子
リ
レ
ー

優
　
勝
　
片
小
ク
ロ
カ
ン

スタートを待つ選手

片中スキー部の前走は見事

東京都在住の宮崎さん

高
所
作
業
な
の
で
要
注
意

星野直樹くん 低学年団体優勝の土出こども会

準
優
勝
　
武
尊
根
・
南
混
合

第
３
位
　
片
品
北
地
区

◇
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

☆
大
回
転
男
子
４
年
生
　

優
　
勝
　
萩
原
海
斗
　
（
北
小
）

準
優
勝
　
松
浦
隆
介
　
（
北
小
）

第
３
位
　
飯
塚
洸
介
（
武
尊
根
）

☆
大
回
転
女
子
４
年
生

優
　
勝
　
佐
藤
あ
け
み
（
南
小
）

準
優
勝
　
星
野
莉
良
　
（
片
小
）

第
３
位
　
笠
原
瞭
夏
　
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
５
年
生

優
　
勝
　
入
澤
佑
弥
　
（
片
小
）

準
優
勝
　
千
明
聖
耶
　
（
片
小
）

第
３
位
　
星
野
龍
二
　
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
５
年
生

優
　
勝
　
横
坂
直
美
　
（
片
小
）

準
優
勝
　
金
井
美
憂
　
（
片
小
）

第
３
位
　
新
井
智
恵
　
（
片
小
）

☆
大
回
転
男
子
６
年
生

優
　
勝
　
帰
山
駿
斗
　
（
北
小
）

準
優
勝
　
金
子
友
也
　
（
片
小
）

第
３
位
　
星
野
尊
斗
　
（
片
小
）

☆
大
回
転
女
子
６
年
生

優
　
勝
　
今
泉
友
里
　
（
南
小
）

準
優
勝
　
戸
丸
有
沙
　
（
南
小
）

第
３
位
　
星
野
今
日
子
（
南
小
）

☆
距
離
男
子
４
年
生

優
　
勝
　
山
崎
成
浩
　
（
片
小
）

準
優
勝
　
横
坂
直
樹
　
（
片
小
）

第
３
位
　
梅
澤
瑞
季
　
（
北
小
）

☆
距
離
女
子
４
年
生

優
　
勝
　
梅
澤
鈴
香
　
（
北
小
）

準
優
勝
　
千
明
礼
乃
（
武
尊
根
）

第
３
位
　
星
野
詩
央
里
（
北
小
）

☆
距
離
男
子
５
年
生

優
　
勝
　
芝
崎
博
崇
　
（
片
小
）

準
優
勝
　
小
笠
原
鯨
太
（
片
小
）

第
３
位
　
篠
原
辰
弥
（
武
尊
根
）

☆
距
離
女
子
５
年
生

優
　
勝
　
星
野
あ
す
実（
武
尊
根
）

準
優
勝
　
星
野
さ
つ
き

（
南
小
）

☆
距
離
男
子
６
年
生

優
　
勝
　
星
野
巨
人
　
　（
片
小
）

準
優
勝
　
萩
原
　
優
　
　（
北
小
）

第
３
位
　
横
坂
亮
太
　
　（
片
小
）

☆
距
離
女
子
６
年
生

優
　
勝
　
星
野
悠
希
　
　（
片
小
）

準
優
勝
　
入
澤
美
有
　
　（
片
小
）

第
３
位
　
小
須
田
梓
　
　（
片
小
）

以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
の
ス
ノ
ー
パ

ー
ク
尾
瀬
戸
倉
様
、
両
競
技
会
場
で

お
骨
折
り
く
だ
さ
っ
た
関
係
役
員
の

皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

１
月
28
日
（
日
）
利
根
郡
子
ど
も

会
上
毛
か
る
た
大
会
が
川
場
村
武
道

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
団
体
で
出
場
し
た

土
出
子
ど
も
会
が
見
事
優
勝
し
、
中

学
生
個
人
で
は
、
星
野
直
樹
君
（
３

区
）
が
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

小
学
生
低
学
年
個
人

第
６
位
　
戸
丸
　
真
里
（
３
区
）

小
学
生
高
学
年
個
人

第
６
位
　
横
坂
　
直
美
（
５
区
）

中
学
生
個
人

準
優
勝
　
星
野
　
直
樹
（
３
区
）

小
学
生
低
学
年
団
体

優
　
勝
　
土
出
子
ど
も
会

梅
澤
　
鈴
香

吉
野
　
瑞
季

星
野
詩
央
里

中
学
生
団
体

第
５
位
　
花
咲
子
ど
も
会

星
野
　
永
朔

永
井
　
智
也

戸
丸
　
悦
成

当
日
出
場
し
た
選
手
、
大
会
運
営

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区
役

員
・
本
部
役
員
の
皆
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

な　
お　
、　
優　
勝　
し　
た　
土　
出　
子　
ど　
も　
会　

は　
、　
２　
月　
４　
日　
（　
日　
）　
前　
橋　
ぐ　
ん　
ま　
武　

道　
館　
で　
行　
わ　
れ　
ま　
す　
県　
大　
会　
に　
、　
利　
根　

郡　
代　
表　
と　
し　
て　
出　
場　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

第
37
回
利
根
郡
子
ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会

本
職
の
仕
事
？

黒
松
の
雪
吊
り

観
光
協
会
事
務
局
長
決
定
内
定

片
品
村
及
び
観
光
協
会
で
は
、

低
迷
を
続
け
る
観
光
産
業
を
見
直

し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し

た
観
光
農
業
の
村
と
し
て
、
尾

瀬
・
白
根
・
武
尊
や
他
市
町
村
に

は
な
い
自
然
・
歴
史
・
味
な
ど
を

生
か
し
た
振
興
策
を
推
し
進
め
る

た
め
、
そ
の
要
と
な
る
片
品
観
光

協
会
事
務
局
長
を
昨
年
10
月
１
日

か
ら
12
月
15
日
ま
で
全
国
か
ら
公

募
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
、
埼
玉
、
群
馬
県
各
地
か

ら
総
勢
14
名
と
多
数
の
方
々
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
、
感
謝
す
る
と

と
も
に
大
き
な
反
響
を
得
ま
し
た
。

採
用
試
験
は
事
前
に
提
出
い
た

だ
い
た
「
片
品
村
の
観
光
振
興
策
」

や
履
歴
書
を
中
心
に
第
１
次
書
類

審
査
で
６
名
に
絞
り
込
み
、
本
年

１
月
10
日
に
第
２
次
面
接
試
験
を

行
い
ま
し
た
。
８
名
の
試
験
官
に

よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
次

の
方
が
事
務
局
長
に
決
定
（
内
定
）

い
た
し
ま
し
た
。

宮
崎

み
や
ざ
き

晴は
る

郎お

（
56
歳
）

旧
水
上
町
出
身
、　東
京
都
赤
羽
在
住

早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
平
成
14
年

ま
で
（
株
）
日
本
旅
行
へ
勤
務
、

そ
の
後
喫
茶
店
代
表
者
と
な
る
。

ま
た
、
宮
崎
氏
は
総
合
旅
行
業
務

取
扱
管
理
者
の
有
資
格
で
す
。
勤

務
は
４
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
、
庁
舎
前
の
黒
松
の

雪
吊
り
を
、
花
咲
の
星
野
清
七
さ

ん
が
お
手
本
の
様
に
仕
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
役
場
職
員
も
手
伝
い

が
て
ら
、
作
業
の
様
子
を
し
っ
か

り
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

今
度
は
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
よ

う
と
、
昨
年
末
、
総
務
課
職
員
に

よ
る
雪
吊
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ほ
ど
大
雪
は
降
り
ま
せ
ん
が
、

雪
を
か
ぶ
っ
た
姿
は
雪
国
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

女子リレースタート

力
走
す
る
選
手
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第
１
区
小
さ
な
自
治
は
、
各
地

域
か
ら
の
代
表
者
と
役
場
地
域
担

当
職
員
で
構
成
さ
れ
、
平
成
16
年

度
の
取
り
組
み
以
来
、
１
ヶ
月
に

一
度
の
割
合
で
会
議
を
継
続
し
、

区
の
将
来
象
に
向
け
た
課
題
の
克

服
や
地
域
活
性
化
の
取
組
に
つ
い

て
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
築
地
地
区
で
地
域

独
自
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す

平
成
16
年
度
か
ら
２
年
間
、
利

根
川
上
下
流
交
流
で
築
地
組
の
共

有
地
で
あ
る
萱
切
り
場
の
一
部

（
約
４
５
０
０
㎡
）
を
提
供
し
、
花

木
５
０
０
本
を
植
栽
し
た

が
、
萱
切
り
場
を
地
域
の

た
め
に
有
効
利
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
た
。
ひ

ょ
ん
な
こ
と
か
ら
平
成
17

年
秋
「
ま
っ
こ
う
平
」
に

あ
る
山
桑
の
大
木
を
有
志

で
見
に
行
く
こ
と
に
な
っ

た
。
集
落
か
ら
山
中
に
は

い
る
こ
と
約
１
時
間
、
見

つ
け
た
瞬
間
「
で
っ
け
え

な
ー
」「
萱
切
り
場
を
整
備

し
て
こ
の
山
桑
を
移
植
で

き
ね
え
か
な
」
…

そ
れ
が
決
ま
る
の
に
時
間

は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

早
速
、「
築
地
自
然
ふ
れ

あ
い
広
場
の
会
」
を
平
成

17
年
11
月
に
発
足
、
会
長
と
築
地

組
長
を
中
心
に
検
討
に
入
る
。
土

地
の
所
有
者
は
地
区
内
の
村
田
春

雄
氏
で
あ
っ
た
。
協
力
の
お
願
い

に
行
く
と
、「
地
域
の
た
め
に
是
非

使
っ
て
下
さ
い
」
と
山
桑
の
他
に

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
８
０
０
株
も
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
議

を
開
催
す
る
と
「
も
み
じ
も
あ
る

よ
」「
水
芭
蕉
も
あ
る
け
ど
」「
ア

「
第
１
区
小
さ
な
自
治
」

武尊山が一望できる築地自然ふれあい広場

山桑根回り山桑を重機に載せて大事に運ぶ丁寧に植え込み作業を行った

重
機
を
使
っ
て
山
桑
の
木
の
ま
わ
り
を

掘
り
起
こ
し
た

ジ
サ
イ
も
出
せ
る
よ
」
植
栽
す
る

花
木
は
み
ん
な
で
出
し
合
う
こ
と

に
し
た
。

集
落
か
ら
２
キ
ロ
ほ
ど
山
中
に

入
っ
た
山
桑
の
大
木
を
ど
う
や
っ

て
降
ろ
す
か
が
課
題
だ
っ
た
。
大

型
の
重
機
が
必
要
だ
」「
一
台
じ
ゃ

だ
め
だ
」「
何
日
か
か
る
」「
お
金

が
か
か
る
な
」
当
初
は
、
築
地
組

の
積
み
立
て
か
ら
予
算
を
捻
出
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
小
さ
な
自
治

の
会
議
の
中
、
群
馬
県
の
「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
補
助
金
」

の
あ
る
こ
と
を
知
り
申
請
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

「
全
員
を
招
集
し
た
11
月
18
日（
土
）

午
前
８
時
、
集
ま
っ
た
18
名
で

「
ま
っ
こ
う
平
」
に
向
か
う
。
道
に

張
り
出
し
た
小
枝
を
切
り
、
狭
い

道
は
広
げ
な
が
ら
重
機
が
進
む
。

翌
19
日
、
花
木
の
植
え
込
み
作

業
に
入
る
。
11
時
頃
か
ら
雨
が
降

り
出
し
気
温
が
下
が
る
。
幹
巻
き

テ
ー
プ
を
巻
く
手
が
痛
い
。

「
手
弁
当
ど
こ
ろ
か
個
人
の
機
械
、

道
具
を
進
ん
で
提
供
し
て
く
れ
た

し
、
１
時
間
で
も
時
間
の
あ
る
人

は
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
ま
と
ま
り

の
良
さ
が
再
確
認
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
」
組
長
の
千
明
茂
さ
ん
は

微
笑
む
。

「
来
年
以
降
も
年
２
回
の
草
刈

り
や
広
場
の
整
備
は
継
続
し
て
行

う
。最

近
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
り
ん

ご
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
来

園
者
が
増
え
て
き
た
。
せ
っ
か
く

来
て
く
れ
た
人
た
ち
に
、
絶
景
の

武
尊
山
を
見
な
が
ら
片
品
を
味
わ

い
、
広
場
で
休
ん
で
行
っ
て
も
ら

う
。
地
元
と
の
交
流
の
場
に
し
た

い
ね
」
と
会
長
の
金
子
新
一
さ
ん

は
将
来
を
見
据
え
る
。

「
広
場
な
ん
て
い
ら
な
い
よ
。
と
言

う
人
は
い
な
か
っ
た
で
す
か
」
と

愚
問
を
す
る
。

「
地
域
が
良
く
な
る
こ
と
だ
か

ら
、
そ
ん
な
人
は
い
な
か
っ
た
よ
」

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

初　
日　
の　
出　
ま　
た　
新　
し　
き　
夢　
を　
追　
ふ　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

産　
着　
買　
う　
娘　
の　
眼　
差　
し　
や　
春　
隣　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

橇　
を　
曵　
く　
幼　
を　
囃　
す　
雀　
ど　
ち　
　　

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

役　
終　
へ　
て　
達　
磨　
身　
を　
焼　
く　
ど　
ん　
ど　
ん　
の　
火　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

晴　
れ　
し　
空　
少　
女　
の　
よ　
う　
な　
寒　
桜　

鎌　
　　
田　
　　
福　
田　
二　
三　
四　

合　
流　
し　
道　
ず　
れ　
と　
な　
る　
雪　
の　
試　
歩　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

老　
い　
の　
身　
も　
コ　
ロ　
ン　
一　
振　
り　
初　
鏡　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

夕　
月　
や　
風　
花　
舞　
い　
て　
お　
ぼ　
ろ　
な　
り　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
百　
姓　

初　
日　
の　
出　
変　
わ　
り　
な　
き　
こ　
と　
祈　
り　
け　
り　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

雪　
の　
肌　
染　
め　
て　
落　
花　
の　
寒　
椿　

鎌　
　　
田　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

破　
れ　
垣　
先　
ず　
は　
つ　
く　
ろ　
い　
冬　
用　
意　

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

足　
病　
ん　
で　
人　
生　
学　
ぶ　
去　
年　
今　
年　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

煎　
じ　
茶　
の　
た　
ぎ　
る　
湯　
宿　
や　
年　
始　
客　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

柚　
子　
ひ　
と　
つ　
浮　
か　
べ　
星　
の　
夜　
冬　
至　
風　
呂　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

大　
人　
び　
た　
孫　
の　
声　
き　
く　
初　
電　
話　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

大　
旦　
檜　
木　
造　
り　
の　
匂　
ふ　
杜　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

日　
だ　
ま　
り　
に　
ノ　
コ　
ギ　
リ　
目　
立　
初　
仕　
事　

今　
月　
の　
推　
薦　
句　

星　
野　
　　
光　
子　

有　
る　
が　
ま　
ま　
生　
き　
る　
幸　
せ　
春　
を　
待　
つ　

武　
尊　
根　
小　
学　
校　
文　
章　
教　
室　
俳　
句　
作　
品　

四　
年　
　　
千　
明　
　　
礼　
乃　

ち　
ら　
ち　
ら　
と　
白　
い　
よ　
う　
せ　
い　
ふ　
っ　
て　
く　
る　

四　
年　
　　
千　
明　
　　
春　
香　

山　
行　
け　
ば　
ド　
ン　
グ　
リ　
り　
す　
が　
も　
っ　
て　
い　
く　

四　
年　
　　
飯　
塚　
　　
洸　
介　

あ　
き　
の　
山　
い　
ろ　
ん　
な　
葉　
っ　
ぱ　
落　
ち　
て　
く　
る　

五　
年　
　　
星　
野　
あ　
す　
み　

ク　
リ　
ス　
マ　
ス　
サ　
ン　
タ　
が　
夢　
を　
持　
っ　
て　
く　
る　

五　
年　
　　
星　
野　
和　
華　
子　

ひ　
ら　
ひ　
ら　
と　
か　
れ　
葉　
が　
落　
ち　
る　
さ　
み　
し　
い　
な　

五　
年　
　　
小　
林　
　　
洋　
人　

フ　
ワ　
フ　
ワ　
と　
秋　
の　
は　
っ　
葉　
が　
ふ　
っ　
て　
く　
る　

五　
年　
　　
篠　
原　
　　
辰　
弥　

紅　
葉　
の　
武　
た　
か　
の　
山　
は　
夕　
焼　
け　
だ　

五　
年　
　　
星　
野　
　　
政　
喜　

武　
尊　
山　
い　
ろ　
ん　
な　
も　
み　
じ　
終　
わ　
り　
そ　
う　

六　
年　
　　
三　
浦　
　　
　　
慧　

白　
い　
雪　
ホ　
ン　
と　
は　
天　
使　
の　
落　
ち　
た　
羽　

六　
年　
　　
星　
野　
　　
真　
里　

こ　
が　
ら　
し　
が　
冬　
を　
い　
っ　
し　
ょ　
に　
つ　
れ　
て　
く　
る　

六　
年　
　　
飯　
塚　
　　
健　
太　

武　
尊　
山　
紅　
葉　
が　
す　
ご　
く　
き　
れ　
い　
だ　
な　

千　
明　
　　
政　
夫　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
色　
美　
し　
く　
秋　
の　
山　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平　
成　
十　
九　
年　
一　
月　
俳　
句　
会　

I have finally started snowboarding in Japan!  The ski resorts in
Katashina is great. I have only been to one of them and I can't wait to
visit the others.  However, I feel bad when I am snowboarding here
because everyone is so good at it.  Whether it is snowboarding or
skiing, I often see people gliding down the slope gracefully.  Even
the children are doing better than me. I am working very hard to
strengthen my skill.  In English, we have the saying “Practice
makes perfect".  This applies very well to snowboarding.  In my
opinion though, not only does practice makes snowboarding prefect,
falling also makes it perfect.  In fact, my whole body is aching from
snowboarding!  I guess this is my body telling me that I need more
exercise.  

ついに日本でスノーボードを始めました！片品のスキー場は素
晴らしいです。私はその中の１つだけ行ったことがあるのですが、
他のスキー場に行くのが待ちきれません。

しかし、ここでスノーボードをしていると嫌な気分になったり
します。なぜならみんなとても上手だからです。スノーボードで
もスキーでも、私はときどきとても優雅に坂を滑っている人を見
かけます。子どもたちだって私より上手なんです。私は自分の技
術を高めるために今一生懸命練習しています。英語では、

“Practice makes perfect”（日本語のことわざで言えば、「習うより
慣れろ」というところでしょうか。）と言います。これはスノーボ
ードによくあてはまります。しかし私の意見では、スノーボード
は練習だけでは完璧にはならなくて、転ぶことで完璧になるのだ
と思います。実は私のからだはスノーボードのせいで、全身悲鳴
をあげています。きっとからだがもっと練習しろと言っているの
ですよね。

☆生涯学習・社会体育関係
・県スポーツ少年団

スキー交流大会 3日(土)･4日(日)
・県小学生総体

スキー競技会 10日(土)･11日(日)
・区対抗スキー大会

兼片品スキー選手権大会 中　旬

☆学校関係
・中学校卒業証書授与式 13日(火)
・小学校卒業証書授与式 23日(金)
・修了式 26日(月)
・学年末休業日 27日(火)～
◇片小
・新１年生学校説明会 1日(木)
・６年生を送る会 9日(金)
◇北小
・６年生を送る会 9日(金)
・PTA総会、学年懇談会 9日(金)
・６年生謝恩清掃 16日(金)
・PTA本部役員会 23日(金)
◇南小
・移行学級 2日(金)
・鼓笛⑥ 6日(火)
・６年生を送る会 9日(金)
◇武尊根小
・６年生を送る会 2日(金)
・武尊根子ども教室 8日(木)
・桜花苑交流③ 9日(金)
◇片中
・同窓会入会式 12日(月)
・１日公開参観日⑦ 16日(金)
・自然観察会Ⅱ② 20日(火)

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

教育委員会･3月の諸行事教育委員会･3月の諸行事
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奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

片
品
村
で
は
、
平
成
19
年
度
に

文
部
科
学
省
認
可
の
短
期
大
学
以

上
に
入
学
す
る
方
及
び
在
学
中
の

方
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学

費
の
支
出
が
困
難
な
方
を
対
象
に

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
村
が
無
利
子
で

貸
与
す
る
も
の
で
す
が
、
家
族
の

収
入
、
本
人
の
学
業
成
績
等
が
審

査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1
５
８
‐
２
１
４
４

記

月
　
額３

７，

０
０
０
円
以
内

（
平
成
19
年
度
予
定
）

締
切
り３

月
末
日

審
査
結
果

５
月
下
旬
に
通
知
予
定

申
込
先教

育
委
員
会
事
務
局

◆
老
人
保
健
医
療
と
は

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
75
歳
以
上
（
但
し
、
昭
和
７
年
９
月
30

日
以
前
生
ま
れ
ま
で
を
含
む
）
方
々
が
対
象
の
医
療
制
度
で
す
。（
一

定
の
障
害
等
が
あ
る
方
は
65
歳
か
ら
）
老
人
保
健
医
療
の
対
象
と
な
っ

て
も
、
現
在
加
入
し
て
い
る
保
険
の
資
格
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
過
去
３
年
間
の
片
品
村
老
人
医
療
費
の
動
向

平
成
14
年
10
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
受
給
対
象
者
の
年
齢
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
受
給
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
医

療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

◆
医
療
費
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
が
増
え
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
増
え
る
と
、
給
付
の
費
用
を
補
う
た
め
に
保
険
料
の
引

き
上
げ
等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
負
担
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受
診
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

老
保
だ
よ
り

身
体
障
害
者
の
皆
様
へ

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

利
根
沼
田
ふ
ら
っ
と

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
障
害
の
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
申
し
込
み
を

し
て
下
さ
い
。

日
　
時

３
月
７
日
（
水
）

受
付
は
午
前
10
時
〜
12
時

相
談
会
場

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
会
場
へ
来
る
こ
と
が
困
難
な
場

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

合
、
在
宅
訪
問
診
査
も
可
能
で
す

の
で
申
し
込
み
の
際
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

○
整
形
外
科
に
関
す
る
障
害
に
つ
い

て
の
相
談

○
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
な
ど
の
補

装
具
給
付
要
否
判
定

持
ち
物

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳

申
し
込
み

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
５
８
―
２
１
１
５

利
根
沼
田
県
民
局
で
は
、「
利
根

沼
田
ふ
ら
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
の
季
節
、
夕
食
前
に

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
音
楽
に
耳
を

傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時

平
成
19
年
２
月
16
日
（
金
）

17
時
30
〜
　
１
時
間
程
度

開
催
場
所

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎
１
階
　

県
民
ホ
ー
ル

出
演
団
体

沼
田
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ

演
奏
曲
目

早
春
賦
、
荒
城
の
月
、
津
軽
海

峡
冬
景
色
、
オ
リ
ー
ブ
の
首
飾

り
、
他

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局
　

沼
田
行
政
事
務
所

振
興
グ
ル
ー
プ

1
２
２
―
４
３
３
８

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

○目　的
聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有する人に対し、
ビデオの字幕製作の基礎を指導することにより字
幕ボランティアを養成し聴覚障害者の福祉の増進
に資することを目的に行われます。
○日　時

平成19年2月2日(金)～3月16日(金) 計7回
（毎週金曜日　午後1：30～3：30）

○受講料
無　料

○対象者
県内に居住する方で全日程出席でき講座終了
後、字幕ボランティアとして活動できる方。

○会場・お問い合わせ
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
群馬県聴覚障害者コミュニケーションプラザ
1０２７ー２５５ー６６３３

○目　的
視覚障害者の福祉に理解と熱意を有する人に対し、
音訳（朗読）奉仕員を養成し視覚障害者の福祉の
増進に資することを目的に行われます。
○日　時
前期　平成19年5月8日(火)～6月26日(火) 計8回

（毎週火曜日　午後1:00～4:00）
後期　平成19年7月10日(火)～12月11日(火) 計12回

（隔週火曜日　午後1:00～4:00）
※３月中に行われる説明会に出席する必要があります。
○受講料

無料（テキスト代1,400円は受講者負担）
○対象者

県内に居住する60歳までの方で全日程出席で
き講座終了後､音訳奉仕員として活動できる方。

○会場・お問い合わせ
群馬県社会福祉総合センター（前橋市）
群馬県立点字図書館　1027-255-6567

聴覚障害者
字幕ボランティア養成講座受講について

視覚障害者
音訳(朗読)奉仕員養成講座受講について

「尾瀬の地名と暮らしのあゆみ」
日　時 ２月２５日（日）午前10時30分～12時
場　所 花咲の湯イベントホール
会　費 １５００円
募集人員 ６０名（先着順）
解説ゲスト 永井　佐紺　先生（本名　永井留治）

著　書　「花ふぶきの里」「坂のある町」
「利根沼田の伝説」

（共著）「峠のある村」
申　込　先 奥利根自然センター　10278-62-1377
◎解説の永井先生は、自らの足で尾瀬の各地を歩き、
地名のおこりなどを調べた。

自然生態に関する講座2007

国土交通省では、利根川水系の国が管理してい

る区間について、関係住民のご意見等を踏まえた

「河川整備計画」の策定を進めています。皆様のご

意見をお聴かせ下さい。
詳しくは、関東地方整備局　河川部　河川計画課

（０４８－６００－１３３５）まで

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｔｒ．ｍｌｉｔ．

ｇｏ．ｊｐ／ｔｏｎｅｇａｗａ－ｐｌａｎ／

ご協力ありがとうございました。

《民生委員児童委員から田子蓮樹くんの
募金のお礼を申し上げます》

平成１７年９月２５日渋川市で生まれ生

後３ヶ月で「特発性拡張型心筋症」で心臓

移植を受けようとしている田子蓮樹くんの

募金を村内の区長・組長さんを始め福祉委

員さん等各役員のご協力をいただき１２月

１９日から募金を行いましたところ１月９

日現在、村民の方々１，２０５名のあたた

かいご協力をいただき６３８，４５０円の

募金を集めることができました。募金は１

月５日と１月９日に群馬銀行敷島支店「れ

んくんを救う会」の口座に振り込ませて頂

きました。ありがとうございました。
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“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な

る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
（
ま
た
は
６
か
月
分
）
の
保
険
料
を
前
納

す
る
と
、
納
付
書
を
使
用
し
て
現
金
で
前
納
す
る
場
合
よ
り
も
さ

ら
に
お
得
で
す
。
口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
２
月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

１
年
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
３，

５
５
０
円

（
現
金
納
付
で
は
３，

０
０
０
円
）
が
、
６
か
月
分
の
保
険
料
を
口

座
振
替
で
前
納
す
る
と
９
６
０
円
（
現
金
納
付
で
は
６
９
０
円
）

が
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
割
引
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
「
早
は
や
割
わ
り
」
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
か
月
早

め
る
こ
と
で
、
１
か
月
当
た
り
の
保
険
料
が
50
円
割
引
に
な
る
お

得
な
制
度
で
す
。
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
い
の
で
、
安
心
・
確
実

で
す
。「
早
割
」
制
度
を
ご
希
望
の
方
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま

た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」
ま
た
は
「
早
割
」
制
度
を
お
申
し

出
の
際
に
は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
③
基

礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
・
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
１
１

―
口
座
振
替
が
お
得
で
す
―

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
で
き
ま
す

変わります平成19年度から住民税が大きく
◎税負担は増える？減る？
○税源移譲によっては､変わりません。

○定率減税の廃止により、増えます。

税金を納める先が、国から県と市町村に変わるだけで、個人の税源移譲前後における定率減税を
適用しない場合の「所得税＋住民税」の負担合計額は変わりません。

◎夫婦＋子供２人：給与収入５００万円の場合（配偶者及び子供収入なし）

「地方にできることは地方に。」より身近な行政サ－ビスを、より効率的に行えるよう、国からの補助金を
減らし、国から地方へ税源移譲が行われるからです。

税源移譲の結果、県や市町村で自主的に使えるお金が増え、それぞれの　地域の実情に合った、住民のニー
ズに対応した行政サービスが行われるようになります。

住民税の税率が一律１０％に統一されます。
【平成１８年度分まで】 【平成１９年度分から】

給与所得者　　（所得税） 平成１９年１月源泉徴収分から
（住民税） 平成１９年６月徴収分から

年金受給者　　（所得税） 平成１９年２月源泉徴収分から
（住民税） 平成１９年６月納付分から

事業所得者　　（所得税） 平成２０年２月～３月の確定申告時
（住民税） 平成１９年６月納付分から

平成１８年は定率減税により負担額が軽減されていますが、平成１９年以降は定率減税が廃
止されるため、結果的に負担額は増えます。

◎夫婦＋子供２人：給与収入５００万円の場合（配偶者及び子供収入なし）

なお、この改正は、地方税法等の改正によるもので、片品村に限らず、全国の都道府県、市町村においても実施されます。
ご不明な点は、役場住民課にお問い合わせ下さい。住民税に関しまして、今後ともご理解ご協力をお願いいたします。(住民税とは

村県民税のことです）

※所得税は平成19年1月分、住民税は平成19年6月分から廃止されます。

定率減税廃止により、その分１７，６００円の負担が増えます。
（子供のうち一人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）

減税分△11,900円 減税分△5,700円

177,400円
(減税17,600円)

195,000円

所得税と住民税を合わせた負担額１９５，０００円は変わりません。
（子供のうち一人が特定扶養親族に該当、一定の社会保険料が控除されるものとして計算）

移譲前 所得税　119,000円
（定率減税を適用しない場合）

所得税　59,500円
（定率減税廃止）

住民税　76,000円
（定率減税を適用しない場合）

住民税　135,500円
（定率減税廃止）

移譲後

平成18年

所得税　59,500円
（定率減税廃止）

住民税　135,500円
（定率減税廃止）

平成19年

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

所得税　107,100円 住民税　70,300円

◎どうして変わるの？

◎どう変わるの？

◎いつから変わるの？

住民

移譲前

行政サービス

住民税

所得税 補助金

県
市町村

国

住民

移譲後

行政サービス

住民税
【所得税から税源移譲+】

所得税
【所得税から税源移譲△】

補助金
【廃止･縮減】

県
市町村

国

5％

0 200万 700万 （課税所得） 0 200万 700万 （課税所得）

10％ 13％ 10％



114

広報かたしなＨ19.2
編集／片品村役場むらづくり観光課　〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 1 0278（58）2112

Ｅメールアドレス　kanko@vill.katashina.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//www.vill.katashina.gunm
a.jp/

Fax
0278（

58）
2110

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
印
刷
／
笠
原
印
刷

晴れた日の、温かくて大きくて、

優しい空。そんな大きな心でまわ

りを包めるような子になってほし

いと思い名付けました。

人と人との繋がりを大切に出来る、優しくて強い人に

なってほしいです。

■父：勝彦 母：いつ枝さん
■何処へお勤めですか：昨年の４月から片品村健康管理セン
ターで、保健師として働いています。

■趣味は何ですか：映画・演劇・読書
■片品をどう思いますか又､どうしたいですか：住民同士の繋
がりが強く、助け合い精神のあふれた村だと思います。今
以上に多くの人が、片品に住みたい、住み続けたいと思う
ような村にしていきたいです！

■好きな異性のタイプ：心のひろい優しい人、一緒にいてお
互いに楽しいと思える人

■村民の方へメッセージをお願いします：片品村の皆さんが、
心身ともに健やかで毎日を安心して過ごすことができるよ
う、貢献していきたいと思います。まだまだ新米保健師で
すが、どうぞよろしくお願いします。

優空
ゆうくう

ちゃん（H18.2.23生）
北澤茂　朋子さん（花咲）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

『音』という字の響きが好きで、男の

子でも女の子でもどちらが生まれて

きても名付けようと考えていました。

そして瑠璃色のようにきれいで純粋

な心を持ち続けてほしい。そんな願

いを込めて命名しました。

強くたくましく、とにかく健康で。そしてたくさんの

人を愛し、たくさんの人に愛される人になって欲しい

です。

璃音
り お ん

ちゃん（H18.3.2生）
千明秀和　しげりさん（鎌田）のお子さん

命名

将来どんな人になってほしいですか

妊娠５ヶ月の検診で男の子と分か

り、とにかく元気にのびのびと育

って欲しいと思い浮かんだのが、

「俊」→パパの父から一文字頂き、

「汰」→上から下までちゃんと呼

ばれる名前で、響きが良くて仮決

定しました。そして、いざ出産に

なり想像もしていなかった難産で生まれて来てくれた我

が子を見て、最終決定した名前です。

人の痛みが分かる思いやりのある人。そして、自分の言

いたいことやりたいことをしっかり持っている人。

俊汰
しゅんた

ちゃん（H18.2.17生）
大木高雄　智栄子さん（鎌田）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ん
　
２
人

笠
原
　
　
高
広
　
女
　
　
　
越
本

萩
原
　
　
繁
司
　
男
　
来
人

ら

い

と

戸
倉

★
婚
姻
さ
れ
た
方
　
１
組

○
見
城
　
　
弘
　
　
前
橋
市

須
藤
　
静
香
　
　
東
小
川

２
／
22
24
（
Ｗ
Ｗ
尾
瀬
岩
鞍
）

全
国
身
体
障
害
者
ス
キ

大
会

３
／
上
ま
で
（
村
内
各
地
）

で

か
ま
と
湯
食
楽
ま
つ
り

３
／
３
ま
で
（
花
咲
の
湯
）

つ
り
雛
飾
り
展
示

2月17日（土）内田病院
18日（日）国立沼田病院
24日（土）沼田脳神経外科
25日（日）利根中央病院

3月 3日（土）月夜野病院
4日（日）内田病院
10日（土）国立沼田病院
11日（日）沼田脳神経外科

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は2月28日（水）です
●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 

高山
たかやま

慶子
け い こ

さん 土出（23才）

国民健康保険税 第11期

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

１
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
　

９
ペ

ジ
歳
末
助
け
合
い

募
金
法
人
等
募
金
内
訳
表

誤
（
株
）
ア
イ

正
（
株
）
ア
イ
リ
ス

（

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
５
人

星
野
　
功
一
　
　
69
歳
鎌
田

萩
原
　
幸
男
　
　
86
歳
戸
倉

三
浦
　
　
和
　
　
81
歳
幡
谷

石
関
　
和
利
　
　
79
歳
摺
渕

鈴
木
　
金
利
　
　
76
歳
東
小
川

12
月
20
日

１
月
19
日




